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本日３月２５日（月）は、多くの来賓の方々に見守られる中で 「卒業証書授与式」を、

粛々と執り行うことができました。卒業証書授与の場面では、２４名の児童一人ひとりが

呼名され、それぞれの児童が緊張した面持ちの中で、精一杯の「ハイ！」という返事をす

るのを見届け、一人ひとりの手に卒業証書を手

渡しました。全員が真剣な眼差しで、そして、

（ ） 。しっかりと私 笛田 の目を見つめていました

児童たちがたくましく成長したことを肌で感じ

ました。２４名の児童は、すばらしい伝統を誇

る本校卒業生３,９１７名の仲間入りをしたの

です 「高い知性と豊かな情操を身に付け、た。

くましい意志をもった心身ともに健康な昭和の

子」として更に成長していくことを願います。

～卒業式の式辞から～雨 垂 れ 石 を 穿 つ
あ ま だ う が

卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。皆さんは６年間の初等教育を修了し

たのです。集団の中で協力し合って生活していくこと、中学・高校といった上級学校

の勉強や社会に出てから必要となる基礎的な知識・技能を習得しました。今日は巣立

ちの日です。別れは名残惜しいです。しかし、別れが惜しいのは、それだけ素晴らし

い出会いがあったからこそです。２４名の級友との出会い、先生との出会い、上級生

や下級生との出会い、通学途上や体験教室でお世話になった方々との出会いです。こ

、 、 。れらの出会いを通して 皆さんは多くのことを学び 素晴らしい思い出を残しました

通学班での集団登校、委員会活動や朝行事でのリーダーシップ、陸上や水泳、運動会

での活躍は「それぞれの人が自分の持てる力を精一杯発揮してこそ、一致団結できる

お手本」として、深く在校生の心に刻まれたことでしょう。また、先日の６年生を送

る会では、一人ひとりが「こんな中学生になりたい、こんな中学校生活を送りたい」

という決意を表してくれました。皆さんの歩みは、小学校から中学校へと進むこれか

らが更に重要になります。東小学校での学びや思い出を胸に、各自の夢と希望に向か

って羽ばたいてください。

皆さんの門出を祝し、餞の言葉を贈ります 「雨垂れ石を穿つ」 軒から落ちる雨。

垂れも、長い間には石に穴をあけることができる。つまり、力は小さくても、根気よ

くこつこつと何度も繰り返してやれば、最後には成功するという意味です。先ほどの

卒業証書授与で名前が呼ばれた際、皆さんは精一杯の「ハイ」という返事ができまし

た。これが一滴の雨垂れです。今、自分ができる精一杯を実行することです。それか

ら皆さんの今の姿勢です。たいへん立派な態度です。集中しているからこそできるの

です。集中することで、辛い姿勢も我慢することができるのです。この集中すること

が、石を穿つ、石に穴をあけることにつながるのです。皆さんは、これから自分らし

さ、最高の自分を求めて歩み出します。最高の自分とは、夢や希望を実現させた自分



です。うまくいかないことがあってもへこたれない、なかなか道が開けなくても続け

る。本気と根気で臨めば、道は自ずと開けます。

保護者の皆さん、本日はおめでとうございます。お子さんは六年間で身も心も大き

く成長しました。お子さんの晴れ姿に感慨も一入と思います。お子さんが大きく成長

できたのも子を思う親の気持ちが通じたからです。

結びに、ご多用にもかかわらずご臨席賜りましたご来賓の皆様、ありがとうござい

ます。皆様あっての東小学校であります。地域の方々のご支援・ご協力があってこそ

充実した教育を施すことができます。

本日、卒業証書を手にした２４名の輝かしい前途を、参列された全ての人と共に心

から祝福します。

《校長室の窓から》
◇２月１５日に学校評議員会を開催し、その席で学校関係者評価をお世話になりました。

その中で 「保護者との連携」に関して、どの担任も週１回のペースで学級だよりを発行、

しており、学校や学級の様子、翌週の授業のことは各家庭に伝わっているのではないか。

行事に多くの保護者が参加している 「豊かな心」では、個人差はあるものの地域でのあ。

いさつがよくできる 「健康･体力」では、朝食を必ず食べることは一日の始まりであり。

大切なことである。また 「確かな学力」に関して、漢字や音読などは宿題として継続し、

て出してもらえると習慣づくりになる。家での過ごし方（時間の使い方）について親子で

、 。考える必要がある という指摘をいただきました

◇３月７日に、児童会活動として「６年生を送る

会」を実施しました。全校でのゲームに始まり、

１年生から順に感謝と送る言葉を発表しました。

そして、５年生からは、在校生全員による寄せ書

きを送るとともに、自分たちが後を引き継ぐ決意

が述べられ、６年生からは、一人ひとりの中学校

生活への決意が述べられました。最上級生になる

５年生と、巣立つ６年生一人ひとりに大きな期待

感を抱きました。

◇３月２３日には第一保育園の卒園式に参列しました。たいへん立派な態度でした。来月

からは本校に入学しますが、保育園で培ったものを引き継ぎ更なる成長をうながせるよう

指導していきたいと、心を新たにするとともに責任の重さを痛感しました。

４月当初の主な学校行事

日 時 行 事 名 場 所 内 容

４月５日 入学式準備 体育館 新６年生が登校して準備に当たります
9 30～:

４月８日 始業式、入学式 体育館 児童は８時20分までに登校、給食あり
集団下校 15 00:

４月８日 ＰＴＡ本部役員会 校長室 当面の事業について協議します
入学式後

スローガン東小


